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銀河系中心領域に位置する CXOU J174610.8−290019 は、Chandra 衛星や XMM-Newton 衛星で観測され
た X 線源である。特にXMM-Newton 衛星 EPIC-pn の観測から、この天体は約 100 秒間の アウトバーストを
持つ天体であることが示されている (Pastor-Marazuela et al. 2020, A&A, 640, A124)。しかし、詳細な観測は進
んでおらず素性は調べられていない。
2023 年に打ち上げられた X 線分光撮像衛星 XRISM は、2024 年の 2 月末から 3 月頭にかけて銀河系中心

領域を 2 度観測し、X 線 CCD カメラ Xtend の視野内で CXOU J174610.8−290019 の増光した様子を捉えた。
その光度曲線から、この天体は非常に変動が大きいことが確認できた。また、スペクトル解析から Fe-XXVI と
Fe-XXV の輝線強度比が、連続放射の形状から予想されるものとは一致しないことがわかった。これは、非常に
高い電離状態を持つことを意味している。本講演では CXOU J174610.8−290019 のタイミング解析とスペクト
ル解析の結果を報告する。


